












































































の「ゆとり教育」方策が学力向上策へとシフトしていく。2004 年 12 月に発表された
TIMSS と PISA の国際学力調査結果が出されると、前の調査に比較して日本は順位











浮上した。それは、IEA の TIMSS や OECD の PISA といった、国際学力比較の結
果である。これらの要素が学力問題に絡み合い、学力問題が複雑化すると共に深化し
ていく。以下にこれらの国際学力比較調査結果について挙げる。
（ａ） IEA（International Association for the Evaluation of Educational Achievement）
の TIMSS（Trends in International Mathematics and Science Study）結果
　長年、学力の国際比較に取り組んできた、国立教育政策研究所の三宅征夫氏らは、
「国際教育到達度評価学会」（IEA）の「第 3 回国際数学・理科教育調査―第 2 段階調
査―」（TIMSS-R）の国際比較結果を、小学生（4 年生）算数の第 3 回 TIMSS（1995
年）、4 回（1964,1981,1995, 1999 年）に渡る中学生（2 年生）の数学の成績との国際
比較、4 回（1970,1983,1995,1999 年）に渡る中学生（2 年生）の理科の得点に関する
国際比較を分析し、日本の児童・生徒の数学・理科の学力は低下しているわけではな






TIMSS と呼ばれるのは、「第 3 回」の Third の T が使用されたためで、その後、調
査を継続することを明確にするために「動向（Trend）」の略称に変更され、TIMSS
の呼称が使われている（田中 32-33 頁）。




















順位が 1 位、1981 年の数学の順位が 1 位であった頃と比べると、2003 年には理科で
6 位、数学で 5 位に下降傾向にあることが言える。だがこれらにおいて平均点数に変
化がなく、参加国の数が増加していることから、学力が落ちたということを言い切る
ことはできない。
　2008 年 12 月に発表された TIMSS2007 の結果によると、小学 4 年生の算数で 4 位、
理科で 4 位、中学 2 年生の数学で 5 位、理科で 3 位で、小学 4 年生の算数・理科で
平均点が上昇し、中学 2 年生の数学で横ばいであった。順位では小学 4 年生の算数と
理科が 3 位から 4 位へと下がったが、参加国と地域数が 25 から 36 に増えたため相






生で数学 40％、理科 59％で、国際平均の 67％、78％を大きく下回り、小学生段階で
は 7 割程度が肯定的反応であるのに、中学生段階では国際的に最低レベルになってお
り、問題を残した。
（ｂ）PISA（Programme for International Student Assessment）の調査結果
　ところで、1961 年発足の、わが国も加入している先進工業国の経済協力機構
OECD（Organization for Economic Cooperation and Development）は、経済成長に
果たす教育の役割を重視して、「成人として生活をしていくうえで必要な広い知識・
技能をどれだけ身につけているか」を計ることを目的に、義務教育修了時の各国の




年、2006 年と 3 年おきに国際調査が行なってきた。なお、2003 年にはこの分野に加
えて「問題解決能力」分野が加えられた。
　「読解リテラシー」調査では、わが国の生徒の成績が PISA2000 年で 8 位であった
ものが、PISA2003 では 14 位まで低下し、得点低下率が参加国中で最大であり、低
下率が統計学的に有意であったことから、「読解力低下」がセンセーショナルに報道








　一方、数学リテラシーの方は、2001 年で 1 位であったものが、2003 年の調査では
7学力問題と基礎・基本
6 位に下がっている。しかし、後者の調査では、前回になかった 2 領域が加わってお
り、この結果から「数学の学力が低下したと結論ずけることは短絡的であり、確実












問題では 80％であったのに、「スケートボード」に関する問題では OECD 加盟国の
平均より 10 ポイント近く低いなど、問題自体に含まれる文化的バイアス（偏り）が
あることが指摘されている（基礎学力研究開発センター 97-98 頁）。また、PISA にお
いては、日常的な問題解決を目指す場面での複合的な能力の活用力を測ろうとしてい
るので、この種の学力が低下したといっても何が原因かを特定することが難しい、と
























　フィンランドの領土は、約 33 万 8000 平方キロで、37 万 8 千平方キロの日本より

































いる（中嶋 2007 年、 23-24 頁）。
　フィンランドは日本と同じ 6・3 制 9 年間一貫の基礎学校があり、その後、3 年間
の普通科高校と職業学校に別れ、前者は大学、後者は専門大学へと接続する。大学に
ついてはランキングというものがほとんどない。生徒は基礎学校が終わる 16 歳で初








述べている（Fole April 2008 10 頁）。同じく先の中嶋博氏は、「日本のように苦しい
のを我慢して叩き込むのではなく、わかったときの楽しさ、遊びとしての学びが子ど
もに根付いています。根底にあるのはコラボレーション。つまり競争ではなく、助け
































っている」（Fole April 2008 5 頁）。そして、おちこぼれを出さないボトムアップの教
育は徹底され、「特定の科目に遅れが生じた場合には、遅進児を 2 ～ 5 人の小グルー









ル 1 未満」が非常に少なく、世界の平均よりも上という「レベル 3」以上にほとんど
の生徒がいる（福田 57 頁）のである。
（ｃ）質の高い教師養成と教師支援システム
　国際連合の、教育科学文化機関であるユネスコ（United Nations Educational, 
Scientific, and Cultural Organization）及び国際労働機関・ILO（International Labor 
Organization）の特別政府間会議で 1966 年に採択された「教員の地位に関する勧告」





















学修士課程におけるクラス担任養成コースの倍率は 13 倍（2007 年度）という狭き門














1992 年に廃止され、教科書の採択権は教師一人ひとりにある（増田 11 頁）。
　その上、プロフェッショナルな仕事がそうであるように、教師に自由な時間が与え
られている。ある中学校の国語の教師は週に 24 時間（1 時間は 45 分）教え、決して
少ないとは言えないが、教える生徒数は少ない。8 時に授業が始まり、間に 15 分ず
つの休憩を取り、昼休みは職員室というより休憩室でくつろぐ。そして、最後の 6 時
限が終了して間もない 14 時 25 分には学校を出て、買い物をして自宅に帰り、帰宅し
た子どもの相手をしたり、夕食の支度をしたりして過ごす（増田 94-102 頁）。勤務時
間は一応 16 時までであるが、16 時になると、学校には誰もいなくなる（一般企業も














































　フィンランドにおける PISA 学力世界 1 位に影響を受けた日本では、学校において、
















































しえない「暗黙知」（tacit knowing）が実践的学力として注目されている。平成 20 年
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